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1. 目的 

著者らは，スマートフォン(以下，スマホ)な

どの情報機器使用者の急速な増加に伴い表出し

てきた多様な問題を解決することを目指してい

る．女子大学生の生活におけるスマホなどの情

報機器の使用実態を調査し，本研究では LINE(た

だし，必要に応じて Twitter も含める)に限定し

て考察した結果を，LINE と一体化した「女子大

学生の１日」として描いた． 

今後，情報機器に関わる生活行動の詳細な分

析結果に基づき，QOL や健康状態の向上を最終目

標とし，段階的な他のアセスメントを加えた考

察を行い，問題解決のためのプログラムの立案

を進める予定である． 

2. 方法 

女子大学生のスマホなどの情報機器の使用実

態について予備調査を踏まえ，2015 年 12 月に本

調査を行った．同年 7,8月に主旨の説明を受けた

後に自らの意思で回答した 325人を対象とし，そ

のうち 303人の有効回答を解析対象として表計算

ソフトで統計処理を行った． 

LINE，Twitter の一瞬のチェックは，使用者の

主観であり，プロバイダも物理的に把握するこ

とは不可能で，貴重なデータと考える． 

本調査では，生活・健康状態，使用頻度の高

い情報機器，情報機器の使用頻度と目的，依存

状態の項目を調査したが，ここでは Q4-2 のうち

の LINE の使用実態に限定して分析し，日常生活

での効果的なスマホ利用に向けた考察を行う． 

3. 結果と考察 

一日の生活の流れを 15の時間帯に分け,LINEの

「チェック」，「書き込み」のための情報機器

の使用状況を「一瞬/短時間/長時間」の 3つの選

択肢から回答してもらった．その結果を表 1に示

す．なお，一瞬/短時間/長時間使用している人

数の合計の全有効回答数（303 人）に対する割合

を%で表し, 以下ではこれを「使用割合」と呼ぶ． 

(1) 日常生活での LINEの使用割合の高い時間帯 

「夕食後～就寝前」(91.1%)，「空き時間(１

人)」(91.7%)，「移動時間(乗物)」(88.1%)がほ

ぼ同じ数値で上位となり，次いで，「空き時間

(友達と一緒 )」 (76.6%)，「帰宅～夕食」

(76.6%)である．「空き時間(友達と一緒)」以外

はどれも１人で過ごす時間である．更に詳細に

見たとき，長時間使用している割合が多い時間

帯は「空き時間(1 人)」(29.0%)である．なお, 

LINE と Twitter の使用時間帯は両者とも変わら

ず，Twitter の利用方法はチェックのみの割合が

書き込みの倍近くとなる結果となった． 

(2) 一瞬 LINEを見る頻度の高い時間帯 

一瞬のチェックだけに限定すると「起床～朝

食前」(44.9%)が多い．就寝中の会話やメッセー

ジの確認などのためだと考えられる． 

次に多いのが，「空き時間(友達と一緒)」

(32.3%)であり，１人の場合と比べると長時間の

使用は少なく一瞬の使用が増えている． 

(3) 食事時間と LINEの使用割合 

食事時間帯の中では「昼食時」(64.4%)の使用

が最も多い結果となった． 

「朝食時」は朝食を抜いている可能性もある

ため低い数値となったと考えられる． 

「夕食時」(17.5%)も使用割合は低いが前後の

時間帯が高いため，環境や場所が関係している

と考えられる． 

食事中はどれも一瞬のチェックの割合が多い． 

(4) 勉学・アルバイトと LINEの使用割合 

「授業中」(57.1%)，「勉強時」(46.2%)とも

に一瞬の使用の割合が多い(各々27.4%, 23.1%)．

このことからスマホは机上に置いてあり，すぐ

にチェックが行える状態であると考えられる．

本学での講義中にも見られる光景である． 

一方，「バイト中」は原則としてスマホは使

用できない環境がほとんどであるためか，最も

少ない使用割合(4%)となっている．今回アルバ

イトをしている人数までは調査していないが，

「バイトの休憩時間」(60.7%)に使用する割合が

高いのは，「バイト中」の反動であると予想で

きる．また，アルバイト先との連絡手段の１つ

として LINEが使用されている場合もある． 

(5) 入浴中・歩きながらの LINE・twitterの使用

と一日の情報機器全体の使用頻度の関係 

 入浴中に LINE，Twitter を少しでも使う群 259

人と全く使わない群 44人を比較すると, Q4-2の

一日の情報機器の使用頻度の合計点(一瞬使用 1

点，短時間使用 2 点，長時間使用 3 点として計

算)が，67点と 45点で有意差があった．また，歩
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きながら LINE，Twitterを少しでも使う群 222人

と，全く使わない群 81 人では，一日の情報機器

の使用頻度の合計点が，67 点と 41 点で有意差が

あった．すなわち, 入浴中や歩きながら LINE, 

twitter を使用する学生は一日の情報機器の使用

頻度も高くなる傾向にあることが明らかで，

「入浴中や歩きながら LINE，Twitterを使う学生

はヤバい」という筆者らの実感は，数値からも

支持された．  

4. 女子大学生のライフスタイルと LINE 

調査で使用した 15 の時間帯の項目に合わせ，

著者と本学の学生の行動を基に「女子大学生の

１日の生活スタイル」を以下に示す. 

起床時，すぐにスマホをチェックする．メッ

セージがあれば目を通し，必要であれば返信す

る．朝食を食べ，身支度を済ませ家を出る． 

時間に余裕があれば移動中も通知が来ないか

随時チェックする．電車に乗り目的地に着くま

での間は LINEでのやりとりや Twitter，ニュース

サイトをチェックする． 

授業中はスマホを机の上に置き，通知が来れ

ば一瞬チェックをする．緊急性がない限り意識

しつつも長時間スマホに触らずに放置しておく． 

休み時間や空き時間は Twitter，ゲームアプリ

で時間を潰す．別の大学の友人と LINE でやりと

りすることも多い． 

昼食は友人と一緒に学生食堂で食べる．会話

もするが時折スマホもいじっている．同じ机を

囲んでいながら一言も発していないグループも

よく見かける． 

午後の授業も終わり，アルバイトに向かう． 

アルバイト中，スマホはロッカーに置いてあ

るので，触ることはない．休憩に入るとまず通

知が来ていないか確認する．アルバイトを終え

て帰路に着く． 

夕飯をアルバイト先で食べるときはスマホを

操作しながらである．自宅での夕食では机上に

置くが，スマホはあまり気にせずテレビを見な

がら食事を済ませる． 

勉強時は時計代わりにスマホを机上に置いて

いる．通知は気になるので，チェックだけする． 

入浴，身支度を済ませベッドに入る．その後

は眠くなるまで SNSやゲームアプリをして，就寝

する． 

5. 結論 

本稿では, 調査結果の考察を踏まえ, スマホに

支配された女子大学生の 1日の生活スタイルを浮

かび上がらせた．本稿の試みから, LINE の浸透

が従来の電話，メールといったコミュニケーシ

ョンツールを脅かす存在であることが明らかに

なったと言える． 

同じ室内にいても, 机を囲んでいても，LINE

や SNSでコミュニケーションをとるなど，女子大

学生や若者のコミュニケーションのカタチは変

わり始めているのかもしれない． 
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表１ 時間帯毎の使用状況 

  
Q4-2-

1 起床 

Q4-2-

2 朝食

時 

Q4-2-

3 移動

電車 

Q4-2-

4 移動

図書 

Q4-2-

5 授業

中 

Q4-2-

6 空き

時間 

Q4-2-

7 空き

時間友

達 

Q4-2-

8 昼食

時 

Q4-2-

9 バイ

ト中 

Q4-2-

10 バ

イトの

休息時

間 

Q4-2-

11 帰

宅時 

Q4-2-

12 夕

食時 

Q4-2-

13 勉

強時 

Q4-2-

14 入

浴中 

Q4-2-

15 夕

食後 

人数 195 39 267 81 173 278 232 195 12 184 232 53 140 44 276 

割合 64.4 12.9 88.1 26.7 57.1 91.7 76.6 64.4 4 60.7 76.6 17.5 46.2 14.5 91.1 

 

  
 グラフ内の数値は，全体 303人中の割合を%で示している．棒グラフ左はチェックの割合，棒グラフの右は書き込みの割合． 
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図1 LINE の使用状況
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